
漢
語
「
〓
疋
」
　
の
意
味
用
法
に
つ
い
て

原

卓
　
　
志

目
　
　
次

は
じ
め
に

一
、
名
詞
（
或
い
は
形
容
動
詞
）
・
サ
変
動
詞
用
法
と
副
詞
用
法

二
、
副
詞
用
法
の
変
化

三
、
類
義
語
と
の
関
係

四
、
口
頭
語
的
性
格
に
つ
い
て

お
わ
り
に

は
　
じ
　
め
　
に

中
世
の
言
語
の
特
色
の
一
つ
と
し
て
、
多
種
多
様
の
漢
語
の
使
用
が
あ
げ
ら
れ
る
。
特
に
、
平
家
物
語
を
は
じ
め
と
す
る
軍
記
物
語
に
は

多
く
の
漢
語
が
用
い
ら
れ
、
地
の
文
の
み
に
止
ま
ら
ず
、
貴
族
や
武
士
の
会
話
文
に
も
及
ぶ
。

従
来
、
こ
の
漢
語
に
つ
い
て
の
研
究
は
量
的
な
研
究
が
中
心
で
あ
り
、
個
々
の
漢
語
の
意
味
用
法
に
関
し
て
詳
細
に
研
究
さ
れ
た
も
の
は

多
く
を
見
な
い
。
日
本
に
お
け
る
漢
語
の
歴
史
を
考
究
す
る
た
め
に
は
、
時
代
別
・
文
献
別
の
量
的
研
究
の
上
に
、
個
々
の
漢
語
の
意
味
用

法
に
つ
い
て
、
前
時
代
と
の
つ
な
が
り
や
、
位
相
上
の
問
題
等
を
見
据
え
な
が
ら
細
か
く
検
討
し
、
か
つ
、
同
義
・
類
義
の
和
語
と
の
関
係

漢
語
「
一
定
」
　
の
意
味
用
法
に
つ
い
て
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二
六

を
も
検
討
し
、
積
重
ね
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
積
重
ね
の
上
に
、
漢
語
全
般
に
対
す
る
歴
史
的
な
考
察
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
る
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
こ
の
よ
う
な
意
図
に
基
い
て
、
漢
語
「
〓
疋
」
を
取
上
げ
、
そ
の
意
味
用
法
に
つ
い
て
中
世
前
半
期
を
中
心
に
考
察
し
て
み
た

ヽ

j

 

O

．
．
＞

一
、
名
詞
（
或
い
は
形
容
動
詞
）
・
サ
変
動
詞
用
法
と
副
詞
用
法
（1）

漢
語
「
一
定
」
に
つ
い
て
は
既
に
佐
藤
武
義
・
中
山
緑
朗
氏
に
御
論
が
あ
る
。
漢
語
「
〓
疋
」
に
お
け
る
副
詞
用
法
の
成
立
時
期
に
つ
い

て
佐
藤
氏
は
、
十
一
世
紀
前
期
の
古
記
録
に
出
現
し
、
十
二
世
紀
に
は
か
な
り
一
般
化
し
て
い
た
と
説
か
れ
る
。
確
か
に
、
十
一
世
紀
ま
で

（2）

の
　
「
一
定
」
は
次
に
掲
げ
る
よ
う
に
名
詞
（
或
い
は
形
容
動
詞
）
・
サ
変
動
詞
の
用
法
と
な
っ
て
い
る
。

（
マ
マ
）

○
彼
此
雑
年
難
一
定
、
因
並
不
可
所
行
、
（
平
安
遺
文
一
五
七
「
筑
前
国
牒
案
」
貞
観
十
年
二
月
二
十
三
日
）

（
マ
マ
）

○
彼
此
相
違
、
難
取
〓
正
、
（
平
安
遺
文
一
六
一
「
大
宰
府
符
案
」
貞
観
十
年
間
十
二
月
二
十
五
日
）

○
但
相
論
一
定
後
、
将
立
券
言
上
、
（
平
安
遺
文
二
七
九
「
大
和
国
都
介
郷
刀
禰
等
解
案
」
康
保
元
年
九
月
二
十
五
日
）

○
但
有
主
人
不
出
客
亭
行
大
饗
之
例
、
是
則
太
政
大
臣
家
例
也
、
頗
似
難
准
、
依
有
狐
疑
不
能
〓
疋
者
、
（
九
暦
（
九
條
殿
記
）
承
平
六
年
正

月
三
日
「
大
臣
家
大
饗
」
）

○
是
依
昔
日
上
卿
尊
卑
可
用
也
者
、
可
有
一
定
、
（
九
暦
逸
文
・
承
平
七
年
三
月
二
十
八
日
）

○
但
彼
日
嘗
御
物
忌
、
又
主
思
惟
、
可
有
〓
疋
之
仰
者
、
（
九
暦
（
九
條
殿
記
）
天
暦
五
年
十
月
一
日
「
菊
花
宴
」
）

○
以
前
承
案
内
事
等
、
未
一
定
之
間
、
今
受
重
病
、
遂
無
沙
汰
、
（
権
記
・
長
徳
四
年
七
月
十
三
日
）

〇
人
夜
右
中
舞
示
送
云
、
明
朝
可
被
仰
〓
疋
、
（
権
記
・
長
保
元
年
九
月
七
日
）

十
一
世
紀
に
入
っ
て
も
御
堂
関
白
記
で
は
「
一
定
」
の
使
用
例
二
十
八
例
総
て
が
次
掲
の
よ
う
に
名
詞
（
或
い
は
形
容
動
詞
）
・
サ
変
動
詞
の
用



法
で
あ
る
。

○
令
占
笠
可
〓
正
孝
、
（
寛
弘
元
年
八
月
二
十
二
日
）

○
中
将
参
彼
宮
、
遠
来
云
、
彼
事
一
定
了
、
今
明
間
早
可
参
給
者
、
（
寛
仁
元
年
八
月
五
日
）

○
今
日
重
日
也
、
明
後
可
仰
一
定
、
（
寛
仁
元
年
十
月
十
六
日
）

副
詞
用
法
の
「
一
定
」
の
例
は
、
小
右
記
・
春
記
・
水
左
記
・
後
二
條
師
通
記
に
次
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。

○
左
将
軍
云
、
教
通
、
今
日
大
殿
被
参
新
院
、
1
号
宣
旨
下
了
後
、
聞
案
内
可
参
入
者
、
仇
二
定
可
参
入
者
、
（
小
右
記
・
寛
仁
元
年
八
月
二
十

五
日
）

〇
今
日
謁
関
白
次
、
大
略
談
雅
頼
覚
挙
状
事
等
、
又
有
木
工
頭
事
、
挙
申
大
舎
人
頭
守
隆
、
頗
有
和
気
、
＝
疋
可
存
禅
室
御
心
欺
、
（
小
右

記
・
万
寿
四
年
七
月
四
日
）

○
公
卿
定
申
事
、
指
而
不
可
申
、
一
定
只
可
在
勅
定
由
定
申
欺
、
（
春
記
・
長
暦
三
年
十
二
月
九
日
）

○
返
事
云
、
一
定
所
思
也
、
但
至
干
期
日
、
申
合
大
夫
可
申
也
者
、
（
春
記
・
長
久
二
年
二
月
十
二
日
）

○
答
云
、
件
事
一
定
思
食
事
也
、
（
水
左
記
・
治
暦
三
年
五
月
十
二
日
）

○
召
弁
基
綱
、
先
例
尋
、
一
定
可
候
者
也
、
（
後
二
條
師
通
記
・
応
徳
三
年
十
月
八
日
）

○
民
部
御
対
面
之
次
可
被
中
欧
、
一
定
可
書
云
㌔
（
後
二
候
師
通
記
・
寛
治
二
年
十
二
月
八
日
）

以
降
、
公
家
日
記
に
お
い
て
は
、
中
右
記
・
殿
暦
・
長
秋
記
・
兵
範
記
等
、
「
二
足
」
の
副
詞
用
法
が
名
詞
（
或
い
は
形
容
動
詞
）
・
サ
変
動
詞

用
法
と
共
に
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
副
詞
用
法
の
「
二
足
」
は
古
記
録
に
は
平
安
時
代
後
期
か
ら
か
な
り
多
く
見
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
古
記
録
以
外
の
文
献

で
は
や
や
遅
れ
、
十
二
世
紀
、
院
政
期
に
入
っ
て
今
昔
物
語
集
、
古
本
説
話
集
に
見
ら
れ
、
そ
の
後
の
説
話
集
・
軍
記
物
語
に
は
多
く
の
例

を
見
出
す
。

漢
語
「
一
定
」
の
意
味
用
法
に
つ
い
て
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二

八

。
「
…
若
シ
盗
㌢
。
有
ラ
ム
、
極
ク
不
審
キ
事
也
。
賛
。
二
足
其
ノ
衣
ト
見
給
ハ
ゞ
、
聖
ヲ
揃
へ
テ
可
間
㌢
。
有
け
レ
」
云
中
二
今
昔
物
語
集

巻
第
二
十
九
・
第
九
話
）

O
「
一
定
極
楽
へ
ま
い
ら
せ
給
ぬ
ら
ん
」
と
な
む
入
道
の
中
将
喜
ひ
給
L
と
語
り
給
し
　
（
古
本
説
話
集
巻
上
・
十
一
ウ
六
）

佐
藤
氏
は
、
中
世
の
説
話
集
・
軍
記
物
語
に
お
け
る
「
一
定
」
の
副
詞
用
法
と
、
そ
れ
以
外
の
用
法
、
（
名
詞
・
形
容
動
詞
・
サ
変
動
詞
）
と
の

用
例
数
を
比
較
さ
れ
、
副
詞
用
法
の
数
が
多
い
こ
と
か
ら
、
中
世
に
は
、
「
〓
疋
」
の
副
詞
用
法
が
優
勢
で
あ
り
、
そ
の
中
で
他
の
用
法
が
共

存
し
て
い
た
と
説
か
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
軍
記
物
語
の
用
例
数
を
見
る
と
次
の
〔
表
I
〕
の
よ
う
に
な
り
、
副
詞
用
法
の
「
二
足
」
の
用

例
数
が
多
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
院
政
期
・
鎌
倉
時
代
の
公
家
日
記
に
お
け
る
用
例
数
を
調
査
す
る
と
、
〔
表
H
〕
の
よ
う
に
な
る
。

〔
表
I
〕

副
＿
外 副 用

、詞
用
法
以

の
用
法

詞
用
法

作

品

法

2 2

保
元
物
語

0 1

平
治
物
語

31 03

延

慶

本 平家
物
語

2 9

覚

一
本

0 6

曽
我
物
語

1 7

太

平

記

3 2

義

経

記

副外 副

＿

日

記

用
法

詞

用
法

以

の
用
法

詞
用
法

34 31

玉

葉

42 2

山
塊

記

611 3 8

．

明
月
記

01 8

玉

薬

8 3

勘
仲

記

2 1

吉

続
記



長
寛
二
年

安
元
二
年

承
元
三
年

仁
治
三
年

。
山
窯
銅

。
勘
仲
晶

仁
平
元
年

建
久
五
年

建
治
元
年

正
安
二
年

。
明
月
晶

。
吉
続
晶

治
承
四
年

嘉
頑
元
年

文
永
四
年

乾
元
元
年

こ
れ
ら
は
鎌
倉
時
代
中
期
ま
で
の
資
料
で
あ
り
、
曽
我
物
語
・
太
平
記
・
義
経
記
と
の
直
接
比
較
は
で
き
な
い
が
、
院
政
期
に
は
副
詞
用
法

以
外
の
用
法
が
か
な
り
多
く
、
鎌
倉
時
代
の
玉
薬
以
降
に
な
る
と
、
そ
の
差
が
極
て
小
く
な
る
も
の
の
、
軍
記
物
語
と
は
逆
に
、
副
詞
用
法

以
外
の
用
法
の
例
が
副
詞
用
法
の
例
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
中
世
に
お
い
て
、
副
詞
用
法
が
優
勢
で
あ
っ
た

と
一
般
化
し
て
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

（3）

更
に
、
鎌
倉
遺
文
所
収
の
古
文
書
に
見
ら
れ
る
「
一
定
」
の
用
法
を
調
査
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

副外 副 年用
法詞の 詞

用用 用
法法 法
以 代

33 42

自

文
治
元

（＝

八
五
）
年

至

建
長
元

二
二
四
九
）
年

63 仁U3

白

蓮
長
二
（
二
五
〇
〉
年

至

正
安
元

二
二
九
九
）
年

7 5

自

正
安
二

（
一三
〇
0
－
年

至

元
亨
三

（
二
二
二
三
一
年

67 56 計

○
但
、
「
〓
疋
往
生
」
四
例
は
表
中
に
含
め
て
い
な
い
。

便
宜
的
に
三
期
に
分
け
て
用
例
数
を
掲
げ
た
。
こ
こ
で
も
公
家
日
記
と
同
様
、
副
詞
用
法
と
副
詞
用
法
以
外
の
用
法
と
の
例
数
が
相
括
抗
し

て
お
り
、
副
詞
用
法
以
外
の
用
法
の
例
数
が
、
や
や
上
回
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
公
家
日
記
・
古
文
書
の
よ
う
な
古
記
録
と
軍
記
物
語
と
の
間
で
、
副
詞
用
法
と
副
詞
用
法
以
外
の
用
法
の
用
例
数
に
違
い

漢
語
「
一
定
」
　
の
意
味
用
法
に
つ
い
て
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が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
文
体
の
差
異
と
、
「
〓
疋
」
の
用
法
上
の
差
異
と
の
関
係
を
考
慮
に
入
れ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
。

今
、
鎌
倉
遺
文
に
収
め
ら
れ
た
古
文
書
の
う
ち
、
「
一
定
」
の
各
用
法
別
に
そ
の
文
書
の
種
類
を
鎌
倉
遺
文
に
示
さ
れ
た
文
書
名
に
従
っ
て

掲
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

書消意請廻陳申送寄置 文
書
の 副

見状進

状息状文文状案状状文
種
類 詞

用

法

35111111111
文
書
数

書廻勘御請陳置院太下下申注言起謹 文
書
の
種
類

副
詞
用
法
以
外
の
用
法

状文

（案
）文

教

書

文

〈案
）状

文

（案
）

宣

政
官
符文

知

状文文

上

状

請

文状

73542222111111111
文
書
数



副
詞
用
法
の
「
一
定
」
が
見
ら
れ
る
文
書
は
十
種
類
で
あ
る
が
、
副
詞
用
法
以
外
の
用
法
の
「
〓
疋
」
は
十
九
種
類
の
多
き
に
わ
た
る
。
又
、

副
詞
用
法
の
「
一
定
」
が
見
ら
れ
る
文
書
は
書
状
・
消
息
の
よ
う
な
私
的
な
性
格
を
有
す
る
文
書
が
大
部
分
で
あ
り
、
そ
の
他
は
上
申
文
書

に
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
副
詞
用
法
以
外
の
用
法
が
見
ら
れ
る
文
書
は
、
書
状
の
占
め
る
割
合
が
五
六
二
％
と
低
く
な
っ
て

お
り
、
院
宣
（
文
書
番
号
三
九
六
・
後
白
河
法
皇
院
宣
）
・
太
政
官
符
（
文
書
番
号
三
七
二
〇
）
・
下
文
（
文
書
番
号
六
三
六
三
）
、
御
教
書
（
文
書
番

号
一
三
八
八
七
）
等
公
的
性
格
の
強
い
、
上
意
下
達
文
書
が
含
ま
れ
て
い
る
。
上
申
文
書
に
お
い
て
も
勘
文
（
文
書
番
号
一
七
二
七
・
四
一
四
一
・

四
四
七
五
・
一
六
一
七
七
）
の
よ
う
な
公
的
性
格
が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
文
書
が
含
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
副
詞
用
法
の
「
一
定
」
は
私
的

性
格
の
強
い
文
書
に
使
用
さ
れ
る
の
に
対
し
、
副
詞
用
法
以
外
の
用
法
の
「
一
定
」
は
公
私
の
性
格
を
越
え
て
、
様
々
な
文
書
に
使
用
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
問
題
点
に
つ
い
て
、
以
下
「
一
定
」
の
副
詞
用
法
に
つ
い
て
細
か
く
考
察
し
た
上
で
、
後
に
節
を
改
め
て
考
え
直
し
て
み

た
い
と
思
う
。

二
、
副
詞
用
法
の
変
化

本
節
で
は
「
一
定
」
の
副
詞
用
法
に
限
定
し
、
更
に
そ
の
用
法
を
細
か
く
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

延
慶
本
平
家
物
語
に
見
ら
れ
る
副
詞
用
法
の
「
一
定
」
は
次
の
よ
う
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
推
量
の
助
動
詞
を
伴
う
も
の
　
（
一
三
例
）

①
（
左
兵
衛
尉
家
貞
）
「
…
…
今
年
ノ
五
節
御
出
仕
ニ
ハ
〓
疋
僻
事
出
来
候
へ
キ
由
粗
承
ル
旨
候
…
⊥
ト
内
≧
申
セ
ハ
　
（
第
一
本
二
七

漢
語
「
一
定
」
の
意
味
用
法
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一
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オ
九
）

②
（
頼
朝
）
「
…
…
此
気
色
ヲ
ミ
テ
主
二
語
ナ
ハ
〓
疋
襲
ワ
レ
ヌ
へ
ケ
レ
ハ
彼
男
ヲ
ハ
浦
へ
テ
置
タ
ル
ソ
…
…
」
　
（
第
二
末
・
四
九
オ
一

〇
）

③
（
大
治
四
郎
）
「
…
…
兵
衛
佐
モ
打
レ
給
タ
ル
ト
コ
ソ
申
ア
ヒ
テ
候
ツ
レ
誠
二
遁
給
へ
キ
様
モ
ナ
カ
リ
ツ
ル
上
二
手
ヲ
下
テ
戦
給
ツ
レ

ハ
一
定
打
レ
給
ツ
ラ
ム
」
ト
ソ
申
ケ
ル
　
（
第
二
末
・
六
五
ウ
三
）

④
（
義
経
）
「
〓
疋
昼
ノ
起
請
法
師
女
カ
シ
態
ニ
テ
ソ
候
ラ
ム
」
ナ
ム
ト
ソ
云
ケ
ル
　
（
第
六
末
・
一
七
オ
四
）

⑤
卿
公
ハ
「
平
家
ニ
ケ
コ
兄
へ
テ
〓
疋
渡
サ
レ
ナ
ム
ス
十
郎
蔵
人
二
先
ヲ
懸
ラ
レ
テ
ハ
兵
衛
佐
二
可
画
合
一
カ
」
ト
思
ケ
レ
ハ
　
（
第
三

本
・
七
三
オ
四
）

⑥
カ
ゝ
リ
ケ
レ
ハ
人
ノ
ロ
ノ
こ
ク
サ
ハ
　
「
ア
ハ
面
白
事
見
テ
ム
ス
源
氏
ハ
勢
モ
ヲ
ゝ
ク
手
モ
キ
ゝ
心
モ
タ
ケ
カ
ナ
レ
ハ
一
定
源
氏
勝
テ
平

家
負
ナ
ム
ス
」
ト
テ
己
力
得
付
官
ノ
成
ム
ス
ル
様
二
面
≧
二
サ
ー
ヤ
キ
悦
ケ
ル
ソ
ヲ
カ
シ
キ
（
第
三
末
・
五
五
ウ
二
）

⑦
（
蔵
人
仲
国
）
「
…
内
ニ
テ
弾
給
シ
時
ハ
仲
国
御
笛
ノ
役
二
被
召
l
テ
参
リ
シ
カ
バ
等
ノ
音
ヨ
ク
聞
知
タ
リ
一
定
尋
出
シ
マ
ヒ
ラ
セ
テ
ム
物

ヲ
」
ト
思
テ
　
（
第
三
本
・
一
七
オ
四
）

○
疑
問
の
終
助
詞
を
伴
う
も
の
　
（
三
例
）

⑧
（
清
盛
）
「
…
…
抑
此
事
ハ
院
ハ
一
定
被
知
食
一
夕
ル
カ
」
ト
宣
ケ
レ
ハ
　
（
第
一
末
・
一
五
オ
八
）

⑨
此
人
ノ
母
ハ
治
部
卿
殿
ト
テ
七
条
ノ
女
院
二
抵
候
ノ
女
房
ナ
リ
ケ
ル
ヲ
迎
ヨ
セ
ラ
レ
テ
「
一
定
知
忠
ノ
頸
カ
」
ト
ミ
セ
ラ
レ
ケ
レ
ハ
　
（
第

六
末
・
八
二
ウ
四
）

○
特
に
注
目
す
べ
き
辞
を
伴
わ
な
い
も
の
二
四
例
）

⑩
（
源
蔵
人
大
夫
資
基
）
「
…
…
争
力
神
ノ
御
威
光
ヲ
ハ
失
進
へ
キ
大
将
二
進
セ
ヨ
ト
テ
一
定
進
リ
候
ヌ
ト
存
候
…
…
」
　
　
（
第
一
本
・
六
四

ウ
一
〇
）



⑫
へ
清
盛
）
「
…
＝
御
軽
Y
ノ
君
こ
テ
渡
ラ
セ
給
フ
＝
足
天
下
ノ
煩
当
家
ノ
大
事
引
出
サ
セ
給
ヌ
ト
覚
ル
…
⊥
　
（
第
二
禾
・
四
二
ウ
一
）

⑫
（
重
些
「
…
御
運
ハ
一
定
末
二
ナ
リ
テ
候
ト
覚
候
1
…
」
　
（
第
一
末
・
四
六
ウ
一
〇
）

⑬
（
半
澤
六
郎
成
清
）
「
…
…
ト
ク
く
御
推
参
有
へ
シ
遅
ゝ
セ
ハ
一
定
追
討
使
遣
サ
レ
ヌ
」
ト
申
ケ
レ
ハ
　
（
第
二
末
・
八
二
オ
八
）

⑭
「
一
定
討
レ
給
ヌ
」
ト
ハ
聞
給
へ
ト
モ
　
（
第
五
本
・
八
六
オ
二
）

こ
の
よ
う
に
、
延
慶
本
平
家
物
語
に
お
け
る
副
詞
用
法
の
「
一
定
」
は
約
半
数
が
推
量
の
助
動
詞
を
伴
っ
て
お
り
、
特
に
注
目
す
べ
き
辞

を
有
さ
ぬ
も
の
の
中
で
も
、
⑩
の
よ
う
な
「
二
足
…
…
ト
存
」
や
⑪
⑫
の
よ
う
な
「
一
定
…
…
ト
覚
」
の
如
き
表
現
が
九
例
あ
り
、
所
謂
推

（4）

量
を
あ
ら
わ
す
表
現
が
多
い
。
又
、
疑
問
の
終
助
詞
を
伴
う
例
も
、
広
い
意
味
で
の
推
量
表
現
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
他
の
軍
記
物
語
で
の
用
法
を
も
調
査
す
る
と
、
次
の
表
の
よ
う
に
な
る
。
い
ず
れ
も
、
推
量
の
助
動
詞
を
伴
い
、
「
一
定
…
…
ト
覚
」

型
の
表
現
を
と
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
軍
記
物
語
に
お
い
て
は
、
副
詞
用
法
の
「
一
定
」
が
主
に
推
量
表
現
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
但
し
、

義
経
記
に
は
意
志
の
助
動
詞
「
ム
」
を
伴
う
例
が
一
例
見
ら
れ
る
。
次
掲
の
例
で
あ
る
。

〇
五
日
は
女
に
名
残
を
惜
し
ま
れ
て
立
た
ず
、
六
日
の
暁
は
一
定
出
で
ん
と
ぞ
し
け
る
。
　
（
巻
第
六
）

こ
の
よ
う
な
例
は
愚
管
抄
に
も
見
ら
れ
る
。

〇
一
定
事
ガ
ラ
ノ
マ
コ
ト
ソ
ラ
コ
ト
ヲ
ミ
ン
ト
テ
、
入
道
ヨ
ビ
ト
レ
ト
云
事
ニ
テ
、
　
（
巻
第
六
）

し
か
し
、
意
志
を
あ
ら
わ
す
表
現
に
「
一
定
」
が
用
い
ら
れ
る
の
は
極
て
ま
れ
で
あ
り
、
例
外
的
な
も
の
で
あ
る
。

作用
法

ベ
シ
口口口

保
元
物
五
口ロ

平
治
物
五口口

4

延

慶

本 平
家
物
語

2

覚

一
本

1

歯臼我
物
重ロロ

太

平

記

義

経

記

漢
語
「
一
定
」
の
意
味
用
法
に
つ
い
て
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意伴

，

符

丁

注ベ 疑

問

伴

ぅ

推

量

助
動

＿

を
伴志（ノ 」

の す辞 の の詞う

助
動

＿

を 終
動

＿
ジ ム ム ラ

有

さ
ず

I

ト
存

l

ト
覚

詞

を

詞

を
ズ ム

1 1

1

5 9 3 3 1 5

2 1 1 2 1

2 1 1 4

1 4 2

1 1

次
に
公
家
日
記
・
古
文
書
に
お
け
る
副
詞
用
法
の
「
〓
疋
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
但
し
、
公
家
日
記
や
和
化
漠
文
体
の
古
文
書

で
は
、
助
動
詞
「
ラ
ム
」
「
ム
」
「
ム
ズ
」
等
が
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
極
て
少
な
い
た
め
、
「
可
」
の
解
釈
と
、
疑
問
の
終
助
詞
を
中
心
と
し
て

（5）

分
類
す
る
。
な
お
、
「
可
」
は
大
き
く
「
命
令
」
「
意
志
」
「
推
量
」
　
の
三
種
に
分
類
し
た
。

〔
公
家
日
記
に
お
け
る
「
一
定
」
の
副
詞
用
法
〕

■
＿

命

令

7nHu

意

寛
仁

元
年

〈
小
右

記

〉
11ヽノ
月
廿
志

五
R
H

推

量

720

疑

問

万
寿

四
年

〈
小

右
記

〉
七

月
四

R
H

そ

の

他



胸
寛
治
二
年
十
二
月
八
日

（
後
二
條
師
通
記
）

同
十
二
月
廿
五
日

人
後
二
條
師
道
記
）

臓
寛
治
七
年
三
月
十
三
日

（
後
二
候
師
通
記
）

皿
康
和
四
年
十
月
廿
二
日

（
中
右
記
）

1
1
0
8
天
仁
元
年
五
月
十
七
日

（
殿
暦
）

〔
或
イ
ハ
意
志
カ
〕

臓
寛
治
七
年
±
月
八
日
？

（
後
二
條
師
通
記
）

1
0
8
6
応
徳
三
年
十
月
八
日

（
後
二
條
師
通
記
）

臓
寛
治
六
年
八
月
一
日

（
後
二
候
師
通
記
）

臓
寛
治
七
年
十
二
月
廿
四
日

（
後
二
條
師
通
記
）

1
0
9
5
嘉
保
二
年
四
月
廿
四
日

（
中
右
記
）

同
十
月
廿
三
日
（
中
右
記
）

職
長
暦
三
年
十
二
月
九
日

（
春
記
）

1
0
8
8
寛
治
二
年
十
二
月
廿
二
日

（
後
二
條
師
通
記
）

1
1
0
5
長
治
二
年
八
月
十
三
日

（
中
右
記
）

1
0
4
1
長
久
二
年
二
月
十
二
日

（
春
記
）

同
二
月
十
八
日
（
春
記
）

1
0
6
7
治
暦
三
年
五
月
十
二
日

（
水
左
記
）

1
0
7
7
承
暦
元
年
八
月
六
日

入
水
左
記
）

1
0
9
0
寛
治
四
年
四
月
廿
日

（
後
二
條
師
通
記
）

1
0
9
1
寛
治
五
年
正
月
廿
二
日

（
後
二
條
師
通
記
）

漢
語
「
一
定
」
の
意
味
用
法
に
つ
い
て

1
1
0
8
天
仁
元
年
九
月
十
五
日

（
中
右
記
）

一
二
五



m
調

鎌
　
倉
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1
1
3
0
大
治
五
年
九
月
一
日

人
中
右
記
）

1
1
3
5
保
延
元
年
五
月
七
日

（
長
秋
記
）

皿
保
元
元
年
十
二
月
二
日

（
兵
範
記
）

皿
嘉
応
二
年
十
一
月
廿
三
日

（
玉
葉
）

1
1
3
1
天
承
元
年
三
月
廿
二
日

（
長
秋
記
）

1
1
1
2
天
永
三
年
九
月
廿
五
日

（
殿
暦
）

同
十
一
月
一
日
（
中
右
記
）

哩
水
久
元
年
八
月
十
六
日

（
長
秋
記
）

1
1
2
7
大
治
二
年
十
二
月
十
六
日

（
長
秋
記
）

1
1
3
1
天
承
元
年
九
月
八
日

（
長
秋
記
）

1
1
3
3
長
承
二
年
九
月
二
日

（
長
秋
記
）

腰
久
寿
元
年
四
月
十
六
日

（
兵
範
記
）

1
1
6
7
仁
安
二
年
五
月
一
日

（
玉
葉
）

1
1
2
9
大
治
四
年
二
月
十
七
日

（
長
秋
記
）

1
1
3
6
保
延
二
年
±
月
十
八
日

八
台
記
）

一
二
六

1
1
1
1
天
永
二
年
三
月
十
二
日

人
中
右
記
）

1
1
1
2
天
永
三
年
十
月
廿
四
日

（
中
右
記
）

1
1
2
0
保
安
元
年
六
月
廿
八
日

（
中
右
記
）

1
1
2
7
大
治
二
年
六
月
八
日

（
中
右
記
）

1
1
3
0
大
治
五
年
四
月
十
二
日

人
中
右
記
）

同
九
月
十
日
（
長
秋
記
）

1
1
3
2
長
承
元
年
二
月
十
九
日

（
中
右
記
）

1
1
3
6
保
延
二
年
十
一
月
十
日

八
台
記
）

1
1
5
1
仁
平
元
年
正
月
九
日

八
台
記
）

1
1
5
3
仁
平
三
年
四
月
廿
八
日

（
兵
範
記
）

1
1
7
1
嘉
応
三
年
八
月
十
七
日



1
1
7
2
承
安
二
年
二
月
十
六
日

へ
玉
葉
）

皿
治
承
五
年
間
二
月
七
日

（
玉
葉
）

嘩
冗
暦
二
年
正
月
六
日

（
吾
妻
鏡
）

1
1
7
5
承
安
五
年
正
月
六
日

（
玉
葉
）

1
1
7
6
安
元
二
年
十
二
月
十
四
日

（
玉
葉
）

同
十
二
月
十
八
日
（
玉
葉
）

1
1
7
7
安
元
三
年
四
月
十
四
日

（
玉
葉
）

同
六
月
廿
四
日
（
玉
葉
）

1
1
7
8
治
承
二
年
二
月
七
日

（
玉
葉
）

Ⅷ
治
承
四
年
八
月
十
一
日

へ
玉
葉
）

皿
寿
永
二
年
十
二
月
三
日

八
苦
記
）

同
十
二
月
七
日
（
玉
葉
）

m
承
安
二
年
十
一
月
廿
九
日

（
玉
葉
）

1
1
7
8
治
承
二
年
十
一
月
十
二
日

（
山
根
記
）

1
1
8
1
治
承
五
年
七
月
三
日

（
玉
葉
）

1
1
8
2
寿
永
元
年
十
月
三
日

（
玉
葉
）

欄
文
治
五
年
四
月
廿
二
日

（
玉
葉
）

1
1
7
4
承
安
四
年
正
月
廿
日

（
玉
葉
）

同
二
月
廿
五
日
（
玉
葉
）

1
1
7
5
安
元
元
年
十
二
月
十
三
日

（
玉
葉
）

1
1
7
7
安
元
三
年
六
月
廿
四
日

（
玉
葉
）

1
1
7
8
治
承
二
年
二
月
七
日

（
玉
葉
）

Ⅷ
治
承
四
年
二
月
廿
一
日

（
山
塊
記
）

同
十
二
月
廿
一
日
（
山
根
記
）

1
1
8
2
寿
永
元
年
八
月
十
一
日

（
玉
葉
）

皿
寿
永
二
年
十
一
月
五
日

（
玉
葉
）

同
十
二
月
八
日
（
玉
葉
）

漢
語
「
一
定
」
　
の
意
味
用
法
に
つ
い
て



Fn測円
山

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

1
2
0
0
正
治
二
年
正
月
十
日

（
吾
妻
鏡
）

嬰
冗
久
元
年
十
一
月
廿
六
日

（
明
月
記
）

1
2
2
5
嘉
藤
元
年
正
月
十
三
日

（
明
月
記
）

1
2
3
1
寛
軍
二
年
八
月
廿
四
日

（
明
月
記
）

型
東
南
元
年
十
月
七
日

（
明
月
記
）

同
十
月
八
日
へ
明
月
記
）

腸
弘
安
七
年
九
月
廿
八
日

（
吾
妻
鏡
）

1
1
9
6
建
久
七
年
四
月
廿
三
日

（
明
月
記
）

1
1
9
9
正
治
元
年
七
月
十
五
日

（
明
月
記
）

耽
建
仁
二
年
五
月
六
日

（
明
月
記
）

1
2
0
6
建
永
元
年
六
月
十
九
日

（
明
月
記
）

融
承
元
四
年
十
月
十
五
日

（
玉
薬
）

1
2
1
1
承
元
五
年
十
一
月
七
日

（
玉
薬
）

1
2
2
5
嘉
緑
元
年
十
二
月
廿
九
日

（
明
月
記
）

1
2
3
0
寛
喜
二
年
四
月
一
日

（
明
月
記
）

同
八
月
一
日
（
明
月
記
）

1
2
1
1
承
元
五
年
三
月
五
日

（
玉
薬
）

同
三
月
十
九
日
（
玉
薬
）

同
九
月
二
日
（
玉
薬
）

1
2
2
0
承
久
二
年
五
月
十
七
日

（
玉
薬
）



〔
命
令
〕
○
依
召
参
御
前
、
佐
安
犯
人
事
有
沙
汰
、
但
皇
后
宮
大
進
仲
正
也
、
仇
可
尋
問
之
由
有
仰
、
未
剋
許
又
参
入
、
参
御
前
、
一
定
可
召
間
之

由
有
仰
、
（
殿
暦
・
天
仁
元
年
五
月
十
七
日
）

○
源
中
納
言
示
送
云
、
初
賓
院
事
、
可
二
奉
行
乏
由
被
二
仰
下
」
仇
三
御
堂
供
養
奉
行
事
有
二
達
乳
事
一
一
定
追
可
レ
申
レ
之
、
（
玉
葉
・
嘉
応
二

年
十
一
月
二
十
三
日
）

〔
意
志
〕
○
中
宮
大
夫
尚
歯
含
也
、
日
東
有
招
引
、
然
而
猶
興
間
、
不
申
一
定
可
参
之
由
、
（
長
秋
記
・
天
承
元
年
三
月
二
十
二
日
）

○
幕
下
返
奏
云
、
猶
於
二
重
衡
一
考
、
乗
十
日
二
足
可
二
下
達
垂
然
者
、
東
園
勇
士
等
、
畢
一
頼
朝
J
可
レ
随
二
重
衡
1
之
由
、
可
レ
載
二
院
軍

者
、
（
玉
葉
・
治
承
五
年
間
二
月
七
日
）

〇
二
月
十
日
之
比
に
は
、
〓
疋
船
を
は
上
ン
す
る
也
。
（
吾
妻
鏡
・
文
治
元
年
正
月
六
日
「
頼
朝
書
状
」
）

〔
推
量
〕
○
又
或
人
云
、
於
二
宅
些
者
、
一
定
可
レ
撃
取
太
相
国
女
云
々
、
（
玉
葉
・
仁
安
二
年
五
月
一
日
）

漢
語
「
〓
疋
」
　
の
意
味
用
法
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

○
今
夜
大
衆
、
一
定
可
二
参
洛
一
之
由
風
聞
、
（
玉
葉
・
安
元
三
年
四
月
十
四
日
）

○
平
氏
〓
疋
可
入
洛
云
々
、
行
家
去
廿
八
日
合
戦
之
由
、
世
二
顧
々
、
（
吉
記
・
寿
永
二
年
十
二
月
三
日
）

〇
日
宮
送
使
云
、
諸
司
祭
物
一
定
可
及
関
知
云
々
、
（
勘
仲
記
・
弘
安
七
年
九
月
二
十
八
日
）

〔
疑
問
〕
○
末
刻
、
定
能
卿
、
自
レ
院
告
送
云
、
大
将
殿
御
事
、
〓
疋
沙
汰
候
欺
、
承
レ
旨
候
也
云
々
、
（
玉
葉
・
寿
永
元
年
十
月
三
日
）

○
此
間
坊
門
大
納
言
招
予
被
示
云
、
明
日
〓
疋
被
来
訪
欺
、
烏
必
定
者
、
所
役
事
例
有
無
勘
見
、
可
申
左
右
也
者
、
（
明
月
記
、
建
久
七
年
四

月
二
十
三
日
）

〔
そ
の
他
〕

○
又
頃
之
先
武
官
非
参
議
下
名
、
端
許
ヲ
披
見
之
後
、
〓
正
、
武
官
ヲ
ハ
右
二
置
テ
ケ
リ
ト
思
天
、
返
置
了
ヌ
レ
バ
、
文
官
不
二
披
見
包
、

（
台
記
・
保
延
二
年
十
一
月
十
日
）

○
中
宮
御
乳
母
二
条
君
談
云
…
…
又
二
三
年
あ
ら
ハ
〓
疋
八
条
院
御
気
色
不
快
な
り
ぬ
と
覚
候
也
、
（
玉
薬
・
承
元
五
年
三
月
五
日
）

こ
の
表
に
依
る
と
、
公
家
日
記
に
お
い
て
、
「
〓
疋
」
の
副
詞
用
法
の
成
立
時
か
ら
、
命
令
・
意
志
・
推
量
各
々
と
解
釈
さ
れ
る
「
可
」
を

伴
う
例
、
及
び
疑
問
の
終
助
詞
を
伴
う
例
、
そ
の
他
と
そ
の
用
例
が
見
出
さ
れ
る
。
し
か
し
、
推
量
の
「
可
」
と
解
釈
さ
れ
る
例
に
比
し
て

命
令
・
意
志
の
「
可
」
と
解
釈
さ
れ
る
例
は
少
な
い
。
そ
し
て
、
命
令
の
「
可
」
と
解
釈
さ
れ
る
例
は
院
政
期
中
半
頃
、
意
志
の
「
可
」
と

解
釈
さ
れ
る
例
は
院
政
期
末
頃
ま
で
は
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
後
、
調
査
し
た
公
家
日
記
に
お
い
て
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
鎌
倉
遺
文
所
収
の
古
文
書
を
見
る
と
公
家
日
記
と
同
様
に
、
推
量
の
助
動
詞
「
可
（
ベ
シ
）
」
「
ム
」
「
ム
ズ
」
「
ラ
ム
」
を
伴
う
例
が

鎌
倉
時
代
を
通
し
て
二
十
九
例
見
ら
れ
る
の
に
対
し
、
命
令
の
「
可
（
ベ
シ
）
」
と
解
釈
さ
れ
る
例
は
二
例
、
意
志
の
「
可
（
ベ
シ
）
」
と
解
釈

さ
れ
る
例
は
四
例
と
少
な
い
。



〔
鎌
倉
遺
文
に
お
け
る
「
一
定
」
の
副
詞
用
法
〕

nHHu
21

命

令

承〈＿ 久＝
ー＼／

‾年九
八

〉
可

422

意

志

貞〈＝〈＝ 応
＿

二一一
二
年
‾○
○

‾七
〇

〉〉
可可

1200
正
治
二
年

〈
一
〇
九
九
〉

嬰
冗
久
元
年

〈
一
四
六
〇
〉

1219
建
保
七
年

〈二
四
六
四
〉

1220
承
久
二
年

〈二
六
九
八
〉

1221
承
久
三
年

〈
二
七
七
五
〉

1223
貞
応
二
年

〈三
〇
四
四
〉

1226
嘉
藤
二
年

〈三
四
五

一
〉

1233
貞
永
二
年

〈
四
四
七
〇
〉

推

量ベム可ムラ可可ム
シズム

1233
貞
杢
〈四
四 疑

問

‾年七
四
〉

1201
建
仁
元
年

〈
一
二
五
三

哩
冗
久
元
年

〈
一
四
六
二

1213
建
暦
三
年

〈
二
〇
五
四

1220
承
久
二
年

〈
二
六
九
八

型
斎
藤
二
年

〈
三
五
六
二

1233
天
福
元
年

〈
四
四
九
六

1190
文
治
六
年

〈四
三
五
〉

そ

の

他
〉〉〉〉〉〉

覚

漢
語
「
〓
疋
」
　
の
意
味
用
法
に
つ
い
て



甜
曲
り
ー

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

髄
寛
元
三
年

八
六
五
〇
四
）
可

1
2
6
1
弘
長
元
年

八
八
六
六
一
）
　
ベ
シ

1
2
7
4
文
永
十
一
年

八
一
一
五
七
一
）
可

型
桑
頼
二
年

八
五
〇
六
二
）
可

1
2
5
5
建
長
七
年

八
七
九
二
六
）
　
ム
ズ

1
2
7
3
文
永
十
年

八
一
一
三
一
二
）
ラ
ム

1
2
7
4
文
永
十
一
年

八
一
一
七
〇
四
）
　
ム

八
一
一
七
一
九
）
　
ラ
ム

1
2
7
6
建
治
二
年

八
一
二
三
一
一
）
　
ラ
ム

1
2
7
7
建
治
三
年

八
一
二
七
三
五
）

八
一
二
七
九
三
）

八
一
二
八
二
九
）

ムムム

天
福
元
年

八
四
五
三
七
）

型
景
頑
二
年

八
四
九
四
四
）

1
2
7
3
文
永
十
年

八
一
一
二
九
五
）

1
2
7
4
文
永
十
一
年

八
一
一
五
八
八
）

1
2
5
0
建
長
二
年

八
七
一
七
六
）

1
2
6
8
文
永
五
年

八
九
八
九
五
）
　
お
ぼ
へ

1
2
7
3
文
永
十
年

（
二
五
一
〇
）

1
2
7
4
文
永
十
一
年

八
一
二
ハ
五
八
）

1
2
7
6
建
治
二
年

八
一
二
五
三
一
）
覚

八
一
二
六
二
〇
）

1
2
7
7
建
治
三
年

八
一
二
七
六
八
）
覚

八
一
二
七
九
七
）

八
一
二
八
五
五
）



二
八
五
五
）
ム
・
ラ
ム

二
九
〇
八
）
　
ベ
シ

1
2
7
9
弘
安
二
年

八
一
三
五
六
〇
）
　
ラ
ム

1
2
8
0
弘
安
三
年

八
一
四
一
一
六
）
ラ
ム

1
2
8
1
弘
安
四
年

八
一
四
三
二
六
）
　
ラ
ム

1
2
9
9
正
安
元
年

八
二
〇
一
九
八
）
　
ム
ズ

嬰
畢
環
三
年

八
二
二
三
二
四
）
　
ラ
ム

1
3
0
7
徳
治
二
年

八
二
三
〇
七
二
）
　
ラ
ム

埋
冗
応
元
年

八
二
七
一
七
七
）
　
ム

1
2
8
6
弘
安
九
年

へ
一
五
九
九
〇
）

八
一
五
九
九
七
）

八
一
二
九
〇
八
）
を
ほ
う

る

1
2
8
1
弘
安
四
年

八
一
四
四
二
二
）

八
一
四
五
一
六
）
を
ほ
へ

1
2
8
5
弘
安
八
年

八
一
五
六
〇
二
）

1
2
9
9
正
安
元
年

八
二
〇
二
一
六
）
覚

1
3
0
0
正
安
二
年

八
二
〇
五
七
八
）
存

1
3
0
8
延
慶
元
年

八
二
三
四
四
〇
）
覚

（
注
）
　
「
鎌
倉
遺
文
」
既
刊
第
三
六
巻
（
元
亨
三
年
）
ま
で
を
対
象
と
し
た
。
（
　
）
内
は
文
書
番
号
。

漢
語
「
〓
疋
」
　
の
意
味
用
法
に
つ
い
て

一
三
三



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

〔
命
令
〕
○
如
此
令
申
大
給
ハ
ん
二
、
起
請
之
所
二
、
柳
も
い
か
に
そ
や
、
い
た
う
か
く
申
て
も
、
又
有
後
悔
欺
な
と
思
食
ハ
、
努
力
戸
主
＼
不
可
令

申
給
、
其
ハ
猶
御
運
命
冥
衆
加
護
不
可
知
恩
と
、
〓
疋
可
思
食
候
也
、
（
二
六
九
八
「
慈
囲
書
状
」
承
久
二
年
）

○
野
宮
用
途
帳
除
可
通
用
物
之
外
、
具
令
一
定
可
被
調
物
等
注
分
、
令
進
候
、
芸
五
〇
四
「
小
槻
淳
方
書
状
」
寛
元
三
年
）

〔
意
志
〕
○
今
日
に
て
も
可
罷
登
由
、
存
候
之
虞
、
上
覚
御
房
登
山
口
を
承
候
て
、
可
罷
登
之
由
存
候
て
、
尋
申
候
了
、
い
か
さ
ま
に
も
、
二
日
に

て
候
は
す
ハ
、
三
日
ハ
一
定
可
罷
登
候
也
、
（
三
二
〇
〇
「
宗
全
書
状
」
貞
応
三
年
）

○
明
日
〓
疋
可
下
向
候
、
今
一
度
経
詫
間
し
た
く
候
に
、
耕
公
御
房
、
今
夕
可
令
出
給
由
、
可
令
侍
申
給
候
也
、
（
三
二
七
〇
「
行
慈
書
状
」

貞
応
三
年
）

〇
十
三
日
こ
ハ
、
〓
疋
ま
か
り
の
は
り
候
へ
く
候
也
、
あ
な
か
し
く
、
（
八
六
六
一
「
脛
堅
書
状
」
弘
長
元
年
）

○
明
暁
〓
疋
可
罷
立
之
由
、
存
候
之
虞
、
聯
子
細
候
間
、
延
引
、
明
後
日
仕
候
也
、
（
二
五
七
一
「
宴
通
書
状
」
文
永
十
一
年
）

〔
推
量
〕
〇
九
候
右
丞
相
ハ
貞
信
公
二
男
、
上
二
小
野
宮
殿
貿
頼
御
坐
、
其
上
我
身
ハ
短
詐
者
也
、
〓
疋
此
兄
ニ
ハ
先
立
な
ん
す
と
令
知
給
、
（
二
六
九

八
「
慈
囲
書
状
」
承
久
二
年
）

○
む
め
の
は
な
か
の
は
り
て
、
つ
や
ノ
＼
父
上
の
な
き
に
、
ひ
し
り
か
い
ゑ
を
と
り
た
つ
る
に
、
さ
し
て
ふ
し
き
に
ま
い
ら
せ
よ
と
お
は

せ
ら
れ
L
も
、
又
一
定
こ
ん
中
は
は
ら
た
つ
ら
ん
と
お
は
ゆ
る
也
、
（
二
七
七
五
「
後
鳥
羽
上
皇
消
息
」
承
久
三
年
）

○
ま
れ
く
つ
け
ら
れ
た
る
も
の
を
さ
へ
、
め
し
つ
か
へ
さ
る
な
と
、
一
定
い
ふ
ら
ん
と
お
は
ゆ
る
也
、
（
同
右
）

○
御
連
は
腹
あ
し
き
人
な
れ
は
、
火
の
燃
か
こ
と
し
、
一
定
人
に
す
か
さ
れ
な
ん
、
（
一
二
八
二
九
「
日
蓮
書
状
」
建
治
三
年
）

○
今
日
使
者
も
定
又
語
申
候
欺
之
由
、
申
候
つ
る
時
に
、
一
定
召
導
出
章
文
許
こ
と
も
や
候
ら
ん
と
、
事
之
様
不
審
候
、
（
二
三
〇
七
二
「
伏



見
上
皇
書
状
」
徳
治
二
年
）

〔
疑
問
〕

（籍）

○
御
下
向
〓
疋
何
日
候
乎
、
先
日
令
申
候
御
牧
狼
籍
人
事
、
子
細
必
可
被
博
申
候
、
（
二
五
八
八
「
某
書
状
」
文
永
十
一
年
）

○
杉
原
六
枚
進
之
候
、
是
も
下
品
、
〓
疋
難
立
御
用
候
欺
、
恐
㌔
（
一
五
九
九
七
「
馬
朝
紙
送
状
」
弘
安
九
年
）

〔
そ
の
他
〕

○
罷
上
候
之
虞
、
何
事
候
哉
、
抑
関
東
へ
ハ
、
〓
疋
廿
六
日
二
罷
下
候
也
、
（
二
云
三
「
聖
玄
書
状
」
建
仁
元
年
）

○
ふ
か
く
信
す
る
心
と
申
候
は
、
南
無
阿
禰
陀
俳
と
申
せ
は
、
そ
の
俳
の
ち
か
ひ
に
て
、
い
か
な
る
と
か
を
も
き
ら
は
す
、
一
定
む
か
へ

給
ふ
そ
と
、
ふ
か
く
た
の
み
て
、
う
た
か
ふ
心
の
す
こ
し
も
な
き
を
申
候
け
る
に
候
、
（
二
四
六
二
「
源
空
融
然
書
状
」
元
久
元
年
）

○
事
案
な
ら
ば
代
l
皇
居
の
跡
也
、
馬
の
蹄
に
か
け
む
事
恐
あ
る
べ
き
よ
し
、
内
≧
御
沙
汰
も
候
へ
ば
、
〓
疋
仰
出
さ
る
ゝ
道
も
候
は
ぬ

と
覚
候
、
（
四
四
九
六
「
北
候
泰
時
書
状
」
天
福
元
年
）

○
こ
の
事
は
あ
ま
り
に
な
け
か
し
く
候
へ
は
、
ふ
て
を
と
り
て
候
そ
、
こ
れ
も
よ
も
ひ
さ
し
く
も
こ
の
よ
に
候
は
し
、
〓
疋
五
郎
殿
に
ゆ

き
あ
い
ぬ
と
を
は
へ
候
、
（
一
四
五
一
六
「
日
蓮
書
状
」
弘
安
四
年
）

公
家
日
記
・
古
文
書
に
お
け
る
例
を
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、
命
令
・
意
志
の
表
現
に
「
一
定
」
が
見
ら
れ
る
の
は
十
二
世
紀
ま
で
で
あ
り
、

十
三
世
紀
に
入
る
と
、
そ
の
使
用
は
極
て
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
漢
語
「
〓
疋
」
は
そ
れ
ま
で
名
詞
（
或
い
は
形
容

動
詞
）
・
サ
変
動
詞
用
法
の
み
で
あ
っ
た
が
、
十
一
世
紀
に
新
た
に
副
詞
用
法
を
生
じ
た
。
し
か
し
そ
の
後
二
百
年
の
う
ち
に
、
次
第
に
そ
の

用
法
を
狭
め
、
先
ず
命
令
表
現
に
お
い
て
、
次
い
で
意
志
表
現
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
平
家
物
語
を
は
じ
め
と
す
る
中
世
の
軍
記
物
語
に
現
わ
れ
る
副
詞
用
法
の
「
〓
疋
」
は
、
用
法
を
狭
め
た
後
、
専
ら
推
量
表
現
に
用

い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
の
姿
で
あ
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

漢
語
「
一
定
」
　
の
意
味
用
法
に
つ
い
て
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三
、
類
義
語
と
の
関
係

こ
こ
で
「
〓
疋
」
の
副
詞
用
法
と
類
義
の
和
語
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
、
副
詞
用
法
が
狭
ま
っ
た
原
因
を
考
え
て
み
た
い
。

副
詞
用
法
の
「
一
定
」
の
類
義
語
と
し
て
は
、
「
カ
ナ
ラ
ズ
」
「
タ
シ
カ
1
こ
「
サ
ダ
メ
テ
」
が
考
え
ら
れ
る
。
本
来
な
ら
ば
こ
れ
ら
の
語
の

用
法
に
つ
い
て
、
各
時
代
・
各
文
体
の
文
献
を
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
、
玉
葉
・
吾
妻
鏡
・
明
月
記
と
今
昔
物

語
集
・
延
慶
本
及
び
覚
一
本
平
家
物
語
と
を
取
上
げ
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
便
宜
上
玉
葉
は
長
寛
二
年
か
ら
承
安
二
年
、
吾
妻

鏡
は
治
承
四
年
か
ら
文
治
五
年
、
明
月
記
は
治
承
四
年
か
ら
建
永
元
年
に
限
定
し
た
。
次
に
掲
げ
る
表
が
各
々
の
日
記
・
作
品
に
お
け
る
「
カ

ナ
ラ
ズ
」
「
タ
シ
カ
ニ
」
「
サ
ダ
メ
テ
」
　
の
用
法
を
分
類

し
た
も
の
で
あ
る
。

「
カ
ナ
ラ
ズ
」
の
用
法
（
玉
葉
・
吾
妻
鏡
・
明
月
記
）

「
カ
ナ
ラ
ズ
」
の
用
法
　
（
今
昔
物
語
集
・
平
家
物
語
）

そヲ 疑 推 意
士
命
A

日

記

用
法

の
他

（否
定

含
ム
）

間

（

量

〈
む ¶

飲 （可
）
不
可
）

（可 （可
） ） ）

63 4 1 5 02
玉

葉

8 1 1 2 3
吾
妻
鏡

11 5 2 0 8
明
月
記

そ 可 推 意 命 用
の 巳ヒムM日 量 志 令 作

品

法
他 否

定

（反

語
ヲ
含
）

へ
ヽ
（
ベ
（ム （

ベ
（ム （

ヽ
（Aぺ ベロロ

シ シ） シ） シ令
） ）等 ）等 ）形

）

721 41 5 231 95 48

今
昔
物
語
集

43 32 0 5 9 12

延

慶

本
平

家

物

語
02 3 0 4 3 3

覚

一

本



「
タ
シ
カ
ニ
」
の
用
法
へ
玉
葉
・
吾
妻
鏡
・
明
月
記
）

そヲ A 用Pロ 日

記

法の
他

（

含

ム
）

令

（可（不
否 ）可
定）

8 1
玉

葉

2 0
吾
妻
鏡

32 5
明
月
記

そ 疑 意
の 問

（

志

…
他
ヤ ムマ
） ）シ
）

73 1 4

6 0 2

1 0 1

「
サ
ダ
メ
テ
」
の
用
法
（
今
昔
物
語
集
・
平
家
物
語
）

「
サ
ダ
メ
テ
」
の
用
法
（
玉
葉
・
吾
妻
鏡
・
明
月
記
）

そヲ 疑 推 R

H

用
法の含 間 童

他

（否
｛

ム
） （軟（哉 （可
）） ）

疋 記

2 05 0
玉

葉

1 06 5
吾
妻
鏡

7 06 1
明
月
記

「
タ
シ
カ
ニ
」
　
の
用
法
（
今
昔
物
語
集
・
平
家
物
語
）

命 用
令

前

釣
針

作法

口） 口ロ

12

A
「丑日物
五
m集

8

延

慶

本
平

家

物

五
1

覚

‾

本

口HH

そ
の
他

疑
問

符

量推 作

品

用
法

ジ

ム ム

ト

ス

メ ベ ケ

ム

ラ

）） ズ リ シ ム ム

43 4 31 0 7 6 6 21 62 33

今
昔
物
語
集

4 11 1 2 0 0 2 1 3 73

延

慶

本
平

家

物

語
0 1 0 0 0 0 1 1 0 32

覚

一

本

漢
語
「
一
定
」
　
の
意
味
用
法
に
つ
い
て

一
三
七
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三
八

先
ず
、
玉
葉
・
吾
妻
鏡
・
明
月
記
の
調
査
結
果
か
ら
検
討
し
て
み
た
い
。
「
カ
ナ
ラ
ズ
」
は
命
令
・
意
志
・
推
量
の
各
表
現
に
使
用
さ
れ
て

い
る
。
用
例
数
か
ら
判
断
す
る
と
、
命
令
表
現
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
極
て
多
く
、
以
下
意
志
・
推
量
表
現
の
順
と
な
る
が
、
命
令

表
現
に
比
し
て
そ
の
例
数
は
少
な
い
。
「
タ
シ
カ
ニ
」
　
の
場
合
は
多
く
の
用
例
を
見
出
し
得
な
い
が
、
調
査
し
た
文
献
に
は
意
志
・
推
量
表
現

に
用
い
ら
れ
た
例
は
無
く
、
命
令
表
現
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
「
サ
ダ
メ
テ
」
は
疑
問
の
終
助
詞
「
軟
」
と
呼
応
す
る
も
の
が
大

部
分
で
あ
り
、
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
命
令
・
意
志
表
現
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
推
量
表
現
に
お
い
て
僅
か
に
用
い
ら
れ
る

だ
け
で
あ
る
。

以
上
の
点
と
今
昔
物
語
集
・
平
家
物
語
の
調
査
結
果
を
比
較
す
る
と
少
々
相
違
点
が
見
ら
れ
る
。
「
カ
ナ
ラ
ズ
」
　
に
お
い
て
は
延
慶
本
平
家

物
語
が
古
記
録
と
同
じ
様
相
で
あ
り
、
命
令
表
現
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
以
下
意
志
・
推
量
表
現
の
順
と
な
っ
て
い
る
の
に

対
し
、
今
昔
物
語
集
で
は
命
令
表
現
よ
り
も
推
量
表
現
に
用
い
ら
れ
る
例
が
多
い
（
覚
一
本
平
家
物
語
も
こ
れ
に
近
い
が
用
例
数
が
少
な
い
の
で

保
留
す
る
）
。
「
タ
シ
カ
ニ
」
で
は
古
記
録
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
、
意
志
表
現
に
お
け
る
使
用
例
が
認
め
ら
れ
る
。
用
例
数
か
ら
は
主
に
命
令

表
現
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
サ
ダ
メ
テ
」
は
、
古
記
録
で
は
僅
か
な
例
し
か
見
ら
れ
な
い
推
量
の
助
動
詞
を
伴
う
例
が
多
く
、

（6）

疑
問
の
終
助
詞
を
伴
う
例
は
少
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
「
カ
ナ
ラ
ズ
」
と
「
サ
ダ
メ
テ
」
と
の
差
異
に
つ
い
て
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語
集
二
』
補
注
に
お
い
て
、
「
カ

ナ
ラ
ズ
」
　
の
伴
う
助
動
詞
「
ベ
シ
」
　
の
大
部
分
が
命
令
で
な
け
れ
ば
主
格
の
決
意
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
や
、
結
語
の
命
令
表
現
的
な
も

の
等
、
「
サ
ダ
メ
テ
」
　
に
は
見
ら
れ
な
い
用
法
が
見
ら
れ
る
点
か
ら
考
察
さ
れ
、

「
定
メ
テ
」
と
「
必
ズ
」
と
の
間
に
は
両
者
相
通
ず
る
用
法
も
勿
論
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
区
別
を
求
め
る
な
ら
ば
、
「
定
メ
テ
」
は
、
よ

り
冷
静
な
、
客
観
的
判
断
と
し
て
の
キ
ッ
ト
で
あ
り
、
多
分
…
…
に
違
い
な
い
と
い
う
静
観
で
あ
る
が
、
「
必
ズ
」
は
、
疑
い
無
く
…
…

す
る
に
相
違
な
い
、
ど
う
あ
っ
て
も
…
…
と
な
る
に
違
い
な
い
と
い
う
強
い
信
念
も
し
く
は
積
極
的
な
主
観
的
判
断
を
本
体
と
す
る
、

と
い
う
こ
と
に
帰
す
る
で
あ
ろ
う
。
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）

と
説
か
れ
る
。
二
足
」
の
副
詞
用
法
に
も
、
命
令
表
現
・
意
志
表
現
に
か
か
わ
る
も
の
が
存
す
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
「
一
定
」
の
副
詞
用

法
も
亦
、
「
カ
ナ
ラ
ズ
」
に
近
い
も
の
で
あ
り
、
「
サ
ダ
メ
テ
」
と
は
そ
の
性
格
を
異
に
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、

「
一
定
」
の
副
詞
用
法
と
「
サ
ダ
メ
テ
」
に
は
、
「
カ
ナ
ラ
ズ
」
と
「
サ
ダ
メ
テ
」
と
の
関
係
を
あ
て
は
め
て
考
え
て
差
支
え
な
い
こ
と
に
な

る
。
つ
ま
り
、
「
一
定
」
の
副
詞
用
法
が
狭
ま
っ
た
事
に
対
し
て
、
「
サ
ダ
メ
テ
」
が
直
接
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
は
考
え
に
く
い
の
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
同
じ
よ
う
な
性
格
を
有
す
る
「
カ
ナ
ラ
ズ
」
「
タ
シ
カ
ニ
」
の
用
法
こ
そ
が
、
そ
の
原
因
で
あ
る
と
見
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

「
カ
ナ
ラ
ズ
」
「
タ
シ
カ
ニ
」
が
命
令
表
現
に
お
い
て
よ
く
用
い
ら
れ
た
語
で
あ
る
こ
と
は
先
の
調
査
結
果
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
両

語
の
存
在
が
「
〓
疋
」
の
副
詞
用
法
に
お
い
て
早
く
命
令
表
現
に
か
か
る
例
の
見
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
の
原
因
に
当
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
。
又
、
意
志
表
現
に
お
い
て
も
「
カ
ナ
ラ
ズ
」
「
タ
シ
カ
ニ
」
両
語
が
そ
の
用
法
を
有
し
て
お
り
、
用
例
数
に
あ
ら
わ
れ
た
以
上
に

勢
力
が
強
く
、
副
詞
用
法
の
「
一
定
」
が
勢
力
を
伸
す
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
推
量
表
現
で
は
、
「
タ
シ
カ
l
こ

が
そ
の
用
法
を
有
さ
ず
、
「
カ
ナ
ラ
ズ
」
も
そ
れ
程
勢
力
が
強
く
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
副
詞
用
法
の
「
〓
疋
」
が
主
に

推
量
表
現
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
今
昔
物
語
集
で
は
「
カ
ナ
ラ
ズ
」
が
推
量
表
現
に
用
い
ら
れ

る
こ
と
が
多
く
、
全
体
の
三
一
・
四
％
に
及
ぶ
。
し
か
し
、
平
家
物
語
で
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
今
昔
物
語
集
に
副
詞
用
法
の

「
一
定
」
が
一
例
し
か
見
ら
れ
な
い
の
に
対
し
て
、
延
慶
本
平
家
物
語
で
は
三
十
例
、
覚
一
本
平
家
物
語
で
は
九
例
見
ら
れ
る
こ
と
に
関
係

が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
今
昔
物
語
集
に
お
い
て
推
量
表
現
に
用
い
ら
れ
て
い
た
「
カ
ナ
ラ
ズ
」
が
平
家
物
語
に
お
い
て
は

「
〓
疋
」
に
交
替
し
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
「
一
定
」
の
副
詞
用
法
が
狭
ま
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、
類
義
の
和
語
と
の
関
係
か
ら
述
べ
て
き
た
が
、
更
に
多
く
の
文
献
を
幅
広
く

調
査
し
た
上
で
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

漢
語
「
一
定
」
　
の
意
味
用
法
に
つ
い
て
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四
、
口
頭
語
的
性
格
に
つ
い
て

副
詞
用
法
の
「
一
定
」
に
つ
い
て
、
そ
の
用
例
を
検
討
す
る
と
、
延
慶
本
平
家
物
語
に
お
け
る
三
十
例
総
て
が
会
話
或
い
は
思
惟
相
当
の

文
中
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
具
体
例
は
第
二
節
参
照
）
。
他
の
軍
記
物
語
に
お
い
て
も
亦
同
様
に
、
会
話
・
思
惟
相
当
の
文
中
に

用
い
ら
れ
て
い
る
。
副
詞
用
法
の
「
一
定
」
が
主
に
推
量
表
現
に
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
の

こ
と
は
注
目
し
て
お
く
べ
き
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

前
節
で
は
副
詞
用
法
の
「
〓
疋
」
が
「
カ
ナ
ラ
ズ
」
に
近
い
性
格
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
そ
の
「
カ
ナ
ラ
ズ
」
は
、

会
話
・
思
惟
相
当
の
文
中
に
用
い
ら
れ
る
他
、
地
の
文
に
も
使
用
さ
れ
る
。
延
慶
本
平
家
物
語
の
例
を
掲
げ
る
。

○
サ
モ
可
然
一
人
ハ
必
ス
相
人
二
非
レ
ト
モ
皆
カ
ク
コ
ソ
ヲ
ハ
ス
レ
　
（
第
二
中
・
七
三
オ
八
）

ロ

○
御
悩
ハ
丑
ノ
慰
ハ
カ
リ
ニ
テ
有
ケ
ル
こ
東
三
傑
ノ
森
ノ
方
ヨ
リ
黒
雲
一
ム
ラ
立
来
テ
御
殿
ノ
上
二
覆
へ
ハ
主
上
必
ヲ
ヒ
へ
サ
セ
給
ケ
リ

（
第
二
中
・
八
七
オ
八
）

○
云
何
ナ
ル
非
法
非
例
ナ
レ
ト
モ
聖
代
モ
明
時
モ
必
御
裁
許
ア
リ
　
（
第
二
末
・
一
〇
六
ウ
三
）

右
の
例
は
い
ず
れ
も
推
量
の
助
動
詞
等
を
伴
わ
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
「
一
定
」
の
場
合
は
、
こ
の
よ
う
な
推
量
の
助
動
詞
を
伴
わ
な
い
例
で

も
や
は
り
会
話
・
思
惟
相
当
の
文
中
に
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
地
の
文
に
用
い
ら
れ
る
「
カ
ナ
ラ
ズ
」
　
の
例
は
今
昔
物
語
集
に
も
多
く
見

ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
「
カ
ナ
ラ
ズ
」
と
副
詞
用
法
の
「
一
定
」
と
の
差
異
の
一
つ
と
考
え
て
も
良
い
と
思
わ
れ
る
。

公
家
日
記
に
用
い
ら
れ
た
副
詞
用
法
の
「
一
定
」
も
既
に
挙
例
し
た
如
く
「
○
○
云
…
…
者
」
「
…
…
云
々
」
「
…
…
之
由
風
聞
」
等
の
会

話
、
或
い
は
消
息
文
引
用
の
文
型
に
出
現
す
る
も
の
が
中
心
で
あ
る
。
公
家
日
記
の
こ
の
よ
う
な
会
話
引
用
が
、
ど
の
程
度
当
時
の
生
の
会

話
を
写
し
と
っ
て
い
る
か
は
問
題
で
あ
り
、
今
後
の
研
究
に
供
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
軍
記
物
語
と
同
様
、
会
話
文
（
或
い
は
消
息
文
）

（8）

を
中
心
に
使
用
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
よ
う
で
あ
る
。



以
上
の
点
は
、
前
に
述
べ
た
、
鎌
倉
遺
文
所
収
の
古
文
書
に
お
い
て
、
名
詞
（
或
い
は
形
容
動
詞
）
・
サ
変
動
詞
用
法
の
「
〓
疋
」
が
上
意
下

達
文
書
の
よ
う
な
公
的
性
格
の
強
い
文
書
に
も
使
用
さ
れ
る
の
に
対
し
、
副
詞
用
法
の
「
一
定
」
が
書
状
・
消
息
の
如
き
私
的
性
格
の
強
い

文
書
に
限
っ
て
使
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
再
び
古
文
書
に
目
を
移
し
、
古
文
書
の
表
記
面
か

ら
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。

（9）

古
文
書
は
そ
の
表
記
の
上
か
ら
大
き
く
漢
字
文
書
と
仮
名
文
書
と
に
分
け
ら
れ
る
。
次
の
表
は
漢
語
「
一
定
」
の
使
用
さ
れ
た
文
書
各
々

に
つ
い
て
漢
字
文
書
で
あ
る
か
仮
名
文
書
で
あ
る
か
を
調
べ
た
も
の
で
あ
る
。
副
詞
用
法
以
外
の
用
法
、
つ
ま
り
名
詞
（
或
い
は
形
容
動
詞
）
・

サ
変
動
詞
用
法
の
「
〓
疋
」
が
見
ら
れ
る
六
十
六
通
の
文
書
の
う
ち
三
十
二
通
（
四
十
八
・
五
％
）
ま
で
が
漢
字
文
書
で
あ
る
の
に
対
し
、
副

詞
用
法
の
「
〓
疋
」
　
の
見
ら
れ
る
文
書
六
十
二
通
の
う
ち
漢
字
文
書
は
六
通
（
九
・
七
％
）
　
に
す
ぎ
な
い
。

副以 副
詞

用

外
の
用

詞

用

法法 法

23 仁U

漢
字
文
書

43 65

仮
名
文
書

6亡U 26 計

（10）

古
文
書
の
国
語
資
料
と
し
て
の
価
値
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
最
近
の
も
の
に
辛
島
美
絵
氏
の
御
論
が
あ
る
。
氏
は
オ
段
長
音
の
開
合
と
四

っ
仮
名
の
混
乱
例
、
そ
し
て
こ
れ
ら
の
混
乱
例
の
見
ら
れ
る
仮
名
文
書
の
作
成
者
、
文
書
の
種
類
等
と
の
関
係
か
ら
、
上
申
文
書
・
書
状
類

を
中
心
と
し
た
仮
名
文
書
に
は
庶
民
層
の
言
語
、
口
頭
語
的
な
言
語
が
見
ら
れ
る
と
さ
れ
る
。
又
、
語
彙
の
上
か
ら
も
、
比
較
的
口
語
性
の

（11）

強
い
言
葉
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
論
じ
ら
れ
た
。

副
詞
用
法
の
「
〓
疋
」
が
公
家
日
記
の
中
に
多
く
見
ら
れ
、
教
養
あ
る
貴
族
の
会
話
の
中
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ

を
直
ち
に
庶
民
の
言
語
で
あ
る
と
限
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
上
述
の
諸
点
を
考
え
合
せ
る
な
ら
ば
、
漢
語
「
一
定
」
の
副
詞
用
法
に

漢
語
「
〓
疋
」
　
の
意
味
用
法
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
一
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は
口
語
的
性
格
を
見
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。

平
安
時
代
、
記
録
語
等
の
書
記
言
語
を
中
心
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
漢
語
が
、
次
第
に
国
語
の
中
に
溶
け
込
み
、
鎌
倉
・
室
町
時
代
に

は
多
く
の
漢
語
が
日
常
語
と
し
て
定
着
す
る
。
こ
こ
に
、
漢
語
の
意
味
用
法
の
変
化
と
い
う
問
題
を
か
ら
め
て
考
え
て
み
た
い
。
漢
語
本
来

の
意
味
用
法
に
変
化
が
起
り
、
新
た
な
意
味
用
法
が
生
ず
る
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
は
、
そ
の
意
味
用
法
の
変
化
自
体
が
漢
語
の
国
語
化
を

示
す
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
漢
語
の
意
味
用
法
の
変
化
と
日
常
語
・
口
頭
語
的
性
格
と
の
関
係
を
論
ず
る
に
は
不
充
分
で
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
漢
語
の
意
味
用
法
の
変
化
は
、
漢
語
が
書
記
言
語
で
あ
る
段
階
で
生
じ
、
そ
れ
が
日
常
語
・
口
頭
語
へ
と
及
ん
で
い
っ

た
も
の
な
の
か
、
或
い
は
意
味
用
法
の
変
化
が
起
る
以
前
に
日
常
語
・
口
頭
語
と
し
て
定
着
し
、
そ
の
後
に
意
味
用
法
の
変
化
が
生
じ
た
も

の
な
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
「
一
定
」
の
意
味
用
法
に
つ
い
て
見
る
と
、
「
一
定
」
の
副
詞
用
法
が
書
記
言
語
の
段
階
で
生
じ
た
も
の
で
あ
る
と

す
れ
ば
、
何
故
公
的
性
格
の
強
い
文
書
に
用
い
ら
れ
ず
、
も
っ
と
多
く
の
漢
字
文
書
に
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
ず
る
。

し
か
し
、
日
常
語
・
口
頭
語
の
中
で
生
じ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
こ
の
疑
問
は
解
決
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

本
稿
で
取
上
げ
た
漢
語
「
一
定
」
に
つ
い
て
の
考
察
の
み
に
よ
っ
て
漢
語
全
体
へ
と
論
を
広
げ
る
訳
に
は
い
か
な
い
が
、
漢
語
の
意
味
用

法
の
変
化
が
日
常
語
・
口
頭
語
の
中
で
生
じ
た
例
と
し
て
、
「
一
定
」
の
副
詞
用
法
を
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

又
、
今
後
の
漢
語
研
究
に
お
け
る
一
つ
の
視
点
と
も
な
り
得
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

お

　

わ

　

り

　

に

漢
語
「
〓
疋
」
の
意
味
用
法
に
つ
い
て
、
以
上
様
々
に
述
べ
て
き
た
が
、
以
下
に
本
稿
で
は
検
討
し
得
な
か
っ
た
問
題
、
今
後
の
課
題
と

し
て
残
さ
れ
る
点
に
つ
い
て
簡
単
に
記
し
て
結
び
に
代
え
た
い
と
思
う
。

先
ず
そ
の
一
つ
と
し
て
、
中
国
に
お
け
る
「
一
定
」
の
用
法
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
点
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



佐
藤
武
義
氏
が
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
古
く
中
国
に
は
名
詞
（
或
い
は
形
容
動
詞
）
・
サ
変
動
詞
用
法
に
相
通
ず
る
用
法
が
存
す
る
と
い
う
こ
と

（12）

は
容
易
に
知
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
副
詞
用
法
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
現
代
中
国
語
で
は
、

○
他
一
定
来
。
（
t
帥
y
叫
d
叫
．
n
g
－
㌍
）
彼
は
た
ぶ
ん
来
る
だ
ろ
う
。

○
〓
疋
是
。
（
y
i
d
叫
．
n
g
s
h
〓
）
き
っ
と
そ
う
だ
。

○
我
椚
一
定
要
打
倒
故
人
。
（
W
秋
m
e
n
y
昆
叫
．
n
g
y
勘
O
d
g
帥
O
d
昔
評
．
）
わ
れ
わ
れ
は
あ
く
ま
で
も
敵
を
打
ち
た
お
す
の
だ
。

（13）

の
よ
う
な
副
詞
用
法
が
存
し
て
い
る
。
こ
の
現
代
中
国
語
に
お
け
る
用
法
が
何
時
頃
ま
で
遡
り
得
る
の
か
、
そ
し
て
本
邦
に
お
け
る
「
〓
疋
」

の
副
詞
用
法
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
有
す
る
の
か
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
と
し
て
、
先
の
中
国
に
お
け
る
用
法
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
検
討
の
上
に
た
ち
、
何
故
「
〓
疋
」
の
副
詞
用
法
が
平
安
時
代
後
期
（
十

一
世
紀
）
に
出
現
す
る
の
か
と
い
う
理
由
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
更
に
、
こ
の
よ
う
な
漢
語
の
意
味
用
法
の
変
化
の
時
期
が
、

独
り
「
一
定
」
の
み
に
止
ま
る
も
の
な
の
か
、
或
い
は
い
く
つ
か
の
漢
語
に
ま
で
広
げ
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
な
の
か
と
い
う
点
も
重
要
に
な

っ
て
く
る
。

第
三
と
し
て
、
漢
語
の
口
頭
語
的
性
格
と
い
う
点
で
、
そ
れ
を
如
何
に
実
証
し
て
ゆ
く
の
か
、
そ
の
方
法
に
な
お
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
他
に
有
効
な
方
法
が
な
い
の
か
模
索
す
る
と
と
も
に
、
本
稿
で
用
い
た
方
法
に
依
っ
て
、
「
〓
疋
」
以
外
の
漢
語
に
つ
い

て
も
口
頭
語
的
性
格
を
指
摘
し
得
る
の
か
否
か
と
い
う
検
討
も
残
さ
れ
た
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

注

（
1
）
佐
藤
武
義
「
い
ち
じ
ょ
う
（
一
定
）
」
『
講
座
日
本
語
の
語
彙
9
　
語
誌
I
』
（
昭
和
五
十
八
年
一
月
）
所
収
。
中
山
緑
朗
「
古
記
録
の
語
彙
に
見

る
副
詞
－
漢
語
副
詞
の
登
場
－
」
学
苑
五
六
一
号
、
昭
和
六
十
一
年
九
月
。

（
2
）
以
下
本
稿
に
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

漢
語
「
〓
疋
」
　
の
意
味
用
法
に
つ
い
て
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平
安
遺
文
（
竹
内
理
三
編
・
東
京
堂
出
版
）
・
鎌
倉
遺
文
（
同
上
）
・
九
暦
（
大
日
本
古
記
録
所
収
・
岩
波
書
店
）
・
小
右
記
（
同
上
）
・
御
堂
関
白
記

（
同
上
）
・
後
二
條
師
通
記
（
同
上
）
・
殿
暦
（
同
上
）
・
権
記
（
増
補
史
料
大
成
所
収
・
臨
川
書
店
）
・
春
記
（
同
上
）
水
左
記
面
上
）
・
中
右
記

（
同
上
）
・
長
秋
記
（
同
上
）
・
台
記
（
同
上
）
・
兵
範
記
（
同
上
）
・
山
塊
記
（
増
補
続
史
料
大
成
所
収
・
臨
川
書
店
）
・
書
記
（
同
上
）
・
勘
仲
記
（
同

上
）
・
吉
続
記
（
同
上
）
・
玉
葉
（
国
書
刊
行
会
編
＜
但
シ
寿
永
二
年
十
二
月
マ
デ
＞
）
・
明
月
記
（
同
上
）
・
吾
妻
鏡
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
所
収
・
吉
川
弘

文
館
）
・
玉
薬
（
今
川
文
雄
校
訂
・
思
文
閣
出
版
）
・
今
昔
物
語
集
（
日
本
古
典
文
学
大
系
所
収
・
岩
波
書
店
）
・
保
元
物
語
（
同
上
）
・
平
治
物
語
（
同

上
）
・
平
家
物
語
覚
二
本
（
同
上
）
・
曽
我
物
語
（
同
上
）
・
太
平
記
（
同
上
）
・
義
経
記
（
同
上
）
・
愚
管
抄
（
同
上
）
・
延
慶
本
平
家
物
語
（
汲
古
書
院
）
・

古
本
説
話
集
（
勉
誠
社
）

な
お
、
本
稿
で
の
用
例
数
は
一
回
だ
け
の
調
査
に
よ
っ
て
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。

（
3
）
鎌
倉
遺
文
既
刊
第
三
十
六
巻
ま
で
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
4
）
山
田
孝
雄
博
士
は
『
平
家
物
語
の
語
法
』
で
副
詞
用
法
の
「
〓
疋
」
を
「
決
意
を
あ
ら
わ
す
も
の
」
と
し
て
分
類
さ
れ
る
（
一
四
二
九
貢
）
。

（
5
）
公
家
日
記
の
解
釈
は
極
て
困
難
で
あ
り
、
分
類
に
迷
う
例
も
多
い
。
今
後
更
に
検
討
を
加
え
た
い
。

（
6
）
延
慶
本
平
家
物
語
に
お
け
る
「
サ
ダ
メ
テ
」
は
疑
問
の
終
助
詞
と
呼
応
す
る
例
が
十
一
例
と
多
い
。
こ
れ
は
本
文
中
に
引
用
さ
れ
る
院
宣
・
牒
状

等
の
記
録
体
に
用
い
ら
れ
た
八
例
を
含
む
こ
と
に
よ
る
。

（
7
）
山
田
孝
雄
・
山
田
忠
雄
・
山
田
英
雄
・
山
田
俊
雄
校
注
『
今
昔
物
語
二
』
（
昭
和
五
十
二
年
四
月
、
第
八
刷
）
補
注
に
よ
る
。

（
8
）
公
家
日
記
に
お
い
て
は
、
会
話
引
用
の
型
を
と
り
な
が
ら
消
息
で
あ
る
場
合
も
多
く
、
そ
の
区
別
は
判
然
と
し
な
い
。
今
は
と
り
あ
え
ず
会
話
文

と
し
て
お
く
。

（
9
）
厳
密
に
分
類
す
る
な
ら
ば
、
漢
字
専
用
文
書
・
漢
字
仮
名
交
り
文
書
・
仮
名
漢
字
交
り
文
書
・
仮
名
専
用
文
書
と
な
る
。
こ
こ
で
は
漢
字
専
用
文

書
を
漢
字
文
書
と
し
、
以
下
を
仮
名
文
書
と
し
た
。
つ
ま
り
一
字
で
も
仮
名
が
存
す
れ
ば
仮
名
文
書
と
し
た
。
但
し
、
宣
命
書
部
分
の
万
葉
仮
名
に

つ
い
て
は
こ
の
扱
い
で
は
な
い
。

（
1
0
）
辛
島
美
給
「
国
語
資
料
と
し
て
の
仮
名
文
書
－
鎌
倉
時
代
の
オ
段
長
音
の
開
合
と
四
つ
仮
名
の
混
乱
表
記
を
通
し
て
I
」
国
語
学
一
四
六
韓
、
昭
和
六
十
一
年

九
月
。

（
1
1
）
安
部
美
絵
「
古
文
書
語
彙
の
性
格
－
副
詞
を
中
心
と
し
て
－
」
語
文
研
究
第
五
十
七
号
、
昭
和
五
十
九
年
六
月
。



へ
1
2
）
　
注
へ
1
）
文
献
。

（
1
3
）
倉
石
武
四
郎
著
『
岩
波
中
国
語
辞
典
』
　
（
昭
和
三
十
八
年
九
月
）
　
に
よ
る
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
昭
和
六
十
三
年
八
月
十
二
日
、
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
夏
期
研
究
集
会
に
お
い
て
口
頭
発
表
し
た
も
の
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。
席
上
、
又
そ
の
他
の
折
に
小
林
芳
規
先
生
を
は
じ
め
会
員
各
氏
よ
り
貴
重
有
益
な
る
御
意
見
を
賜
っ
た
。
記
し
て
深
く
お
礼
申
し
上
げ
る
。

漢
語
「
一
定
」
　
の
意
味
用
法
に
つ
い
て




